
 

主催：有機合成化学協会（関西支部） 

共催：日本化学会、日本薬学会、日本農芸化学会 

近畿化学協会＜予定＞ 

毎年各支部持ち回りで開催しています本部事業「有機合成化学セミナー」を、本年は関西支部の

主催のもと、来たる 9 月 20 日(水)～9 月 22 日(金)の 3 日間、「淡路夢舞台国際会議場（兵庫県淡路

市）」において開催いたします。本セミナーは、毎年２００名を超える多くの若手を中心とした研究

者が一堂に会して熱い討論を繰り広げ、充実した有意義な３日間を過ごすというもので、今回で３

９回目を数えます。有機合成化学は、広く理学、薬学、農学、工学の分野にまたがる重要な学問で

あり、関連する産業界に益するところも極めて大きいものです。特に若い世代の方々には次代を担

うケミストとして研鑽を積んでいただければ幸いです。 

 
日 時：２０２３年９月２０日(水)～９月２２日(金) 
会 場：淡路夢舞台国際会議場（講演・ポスターセッション）＆グランドニッコー淡路（宿泊） 
〔〒656-2306 兵庫県淡路市夢舞台 1 / TEL：0799-74-1020〕https://www.yumebutai.org/〕 
〔交通〕①JR 山陽新幹線「新神戸駅」より高速バス（60 分）「淡路夢舞台」下車 

②JR 東海道本線（神戸線）「三ノ宮駅」より（45 分）高速バス「淡路夢舞台」下車 
③JR 東海道本線「舞子駅」下車，高速バス「高速舞子」乗車(15 分)「淡路夢舞台」下車 

 
【プログラム】 

Ｍ：Mukaiyama Award 受賞講演 Ｌ： Lectureship Award 受賞講演 Ｉ：招待講演 Ａ：奨励賞受賞講演 

 
９月２０日（水） 

☆開会の挨拶 

I-1（13:10-14:00） 友岡 克彦（九州大学先導物質化学研究所・教授） 

「キラル分子科学の新局面」 

本講演では、特異なキラル分子である「キラルケイ素分子」と「動的面不斉ヘテロ中員環分子」についてそ

れらの特性を紹介するとともに新しいキラル技術の基としての科学的、技術的意義をご紹介する。また、キラ

ル分子を光学活性体として得る新手法である動的不斉誘起法（DYASIN）の原理と実例をご紹介する。 

I-2（14:00-14:50） 濱島 義隆（静岡県立大学薬学部・教授） 

「触媒開発で拓くキラルフッ素含有化合物の合成」 

アルケンのハロゲン化は、多官能性分子を簡便に与える基本的な反応である。過去 10 年間に不斉ハロゲン

化が急速に発展したが、カルボニル化合物のα位フッ素化に比べアルケンの不斉フッ素化は立遅れている。

有機フッ素化合物は医薬・農薬などの分野において有用であるため、炭素-炭素二重結合の不斉フッ素化は様々

な分子を合成する手段として興味深い。本発表では、独自に開発した不斉有機触媒を利用するフッ素化合物

の合成についてお話ししたい。 

I-3（15:00-15:50） 矢島 知子（お茶の水女子大学理学部・教授） 

「可視光ペルフルオロアルキル化反応の開発とその展開」 

可視光反応は近年爆発的な進歩を遂げている。私たちは、光を用いたペルフルオロアルキル基の導入反応

の開発を一貫して行ってきた。本講演では、私たちの行ってきた紫外光反応から可視光ペルフルオロアルキ

ル化への歩みを基に、さまざまな活性化手法による電子移動反応の理解を深めてもらいたい。また、この反応

を利用した高分子化合物の合成への展開についても紹介する。 
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I-4（15:50-16:40） 忍久保 洋（名古屋大学大学院工学研究科・教授） 

「ポルフィリンの新合成化学と機能探求：反芳香族ポルフィリンの化学」 

ポルフィリン類縁体は魅力的な光学・電気化学特性を示すため、広く研究されてきた。我々は金属テンプレ

ートを用いた合成法を開拓することで、反芳香族分子であるノルコロールを合成することに成功した。ノル

コロールは、芳香族化合物であるポルフィリンとは大きく異なる性質を示す。本講演では、ノルコロールの特

異な機能性や反応性について述べる。また、近接積層したノルコロールが芳香族性を発現する現象について

最近の進展を紹介する。 

 

M-1（17:00-18:00） Sarah E. Reisman (California Institute of Technology) 

「Title: to be determined」 

Short Abstract 

 

 

 

９月２１日（木） 

A-1（9:00-9:40）  井本 裕顕（京都工芸繊維大学分子化学系・准教授） 

「実践的合成法開発による機能性有機ヒ素化学の展開」 

有機ヒ素化学は、実用的な合成法が確立されていなかったために実験研究がほとんど進められてこなかっ

た。本講演では、これまでに我々が開発した実践的な合成ルートと、それらを活用して得られた有機ヒ素化合

物や金属錯体の構造・機能・反応性などを紹介する。そして、ヒ素によってもたらされる機能性有機化学の新

しい展開について解説する。 

A-2（9:40-10:20）  小田木 陽（東京農工大学大学院工学研究院・助教） 

「脱芳香族化反応を活用した多環性縮環型アルカロイド類の合成研究」 

自然界からは、高度に官能基化された多環縮環型骨格を有する天然物が数多く見出されており、これら化

合物群を効率的に合成可能な新規合成戦略の確立が求められている。本研究では、フェノール類の脱芳香族

化を伴う酸化的環化反応と、生じたジエノンに対する位置選択的な分子内アザーマイケル反応を利用した、

非環状化合物から多環縮環構造を効率的に構築する戦略に立脚した多環性縮環型アルカロイド類の全合成研

究を行なった。 

A-3（10:20-11:00） 小西 彬仁（大阪大学大学院工学研究科・助教） 

「金属種を活用した奇数員環構築が拓く新しい非交互炭化水素類の合成と機能解明」 

特異な電子構造や新しい分子構造をもつπ電子系の創出は、基礎学術的な興味はもとより、有機材料の飛

躍的な性能向上に直結し、極めて重要な課題である。π電子系を構築する有用な反応が多数開発されている

今日においても、非交互炭化水素骨格を特徴付ける共役奇数員環（5-7、5-5、7-7 員環）の構築は難しく、本

分野発展の大きな妨げとなってきた。本講演では、効率合成法の開発に基づく新しい非交互炭化水素類の創

成と、合成した分子骨格に宿る電子状態の詳細解明と機能展開について紹介する。 

A-4（11:10-11:50） 清水 章弘（大阪大学大学院基礎工学研究科・准教授） 

「m-キノジメタンを基盤とする縮合多環ジラジカルの創出」 

2 つの不対電子の相互作用を制御することは、基底スピン多重度の異なるジラジカルを創出し、特異な電子

状態や物性を発現させるために重要である。また、ジラジカルは不安定な化学種であるため、かさ高い置換基

を適切な位置に導入する方法や、精製が容易な発生方法の開発も必要である。本講演では、m-キノジメタン

を基盤とする基底一重項および基底三重項の縮合多環ジラジカルの合成と単離および電子状態と基礎的物性

について紹介する。 

 



A-5（11:50-12:30） 下山 敦史（大阪大学大学院理学研究科・助教） 

「複合糖質の化学合成が拓く細菌‐宿主間ケミカルエコロジー」 

細菌由来複合糖質リポ多糖とその活性中心リピド A について、構造と免疫機能の相関を解明してきた。「共

進化を遂げた寄生・共生菌成分は低毒性で宿主免疫を適度に調節する」と考え、寄生・共生菌リピド A の合

成戦略をマイクロフロー系反応なども利用し確立した。リピド A 構造の差異により細菌が宿主免疫を制御し

ていることを明らかにし、免疫制御および共生現象の分子基盤解明を進めるとともに、得られた知見を安全

で有用なアジュバント開発に展開した。 

 

ポスターセッション（13:30-15:30） 

I-5（15:40-16:30） 中島 裕美子（東京工業大学物質理工学院・教授） 

「四座 PNNP 配位子に支持された 3d 金属錯体を用いた結合切断反応とその応用」 

強い電子供与性を示す平面四座PNNP配位子(2,9-bis((diphenylphosphino)methyl)-1,10-phenanthroline)に支持さ

れた 3d 金属錯体は、金属中心を電子豊富に保つことで、様々な結合の切断反応に有効に働く。例えば、

[{Fe(PNNP)}2( -N2)]は強固な Si-Cl 結合を、[CoCl(PNNP)]は塩基存在下で C-X 結合やエステルのβ位 C-O 結

合を切断する。以上の反応では、基質への効率的な一電子移動を鍵として進行し、系中で対応するラジカル種

が生成することを見出した。発表では、これらの素反応を活かした触媒反応についても議論する。 

I-6（16:30-17:20） 釣谷 孝之（塩野義製薬株式会社研究本部製薬研究所・所長） 

「SHIONOGI における感染症治療薬のプロセス開発の事例紹介」 

医薬品の製造法を考える上で留意する要件に SELECT（Safety, Environment, Legal, Economy, Control, 

Throughput）がある。創薬段階で数百 g スケールでは合成可能な合成法を数十から数百 kg スケールにスケー

ルアップして製造する際の課題と課題の解決方法について、当社にて近年 プロセス開発を実施した感染症治

療薬の製造法開発の事例を通して SELECT の観点から説明する。 

L-1（17:30-18:30） Bill Morandi (ETH Zürich) 

「Recent Adventures in Catalysis and Beyond」 

In this presentation, the concept of shuttle catalysis will be introduced and several recent examples of such reactions, 

including their application to synthesis and waste valorization, will be presented. Next, another emerging class of reversible 

transformations, single-bond metathesis, will be presented including new catalytic methods as well as their application to 

materials science. This will be complemented by some examples of novel molecular editing reactions. 

 

９月２２日（金） 

I-7（9:00-9:50）  桑野 良一（九州大学大学院理学研究院・教授） 

「芳香環の高エナンチオ選択的水素化」 

芳香環の不飽和結合は大きな共鳴安定化を受けているため、その脱芳香族化を伴う反応は大きなエネルギ

ーを必要とし、精密な反応制御が困難であると考えられていた。しかし、現在ではこのような反応でもエナン

チオ選択性を高度に制御することが可能になっている。本講演では、最も基本的な脱芳香族化反応である水

素化について、演者が行ってきた研究について紹介する。 

I-8（9:50-10:40）  田中 健（東京工業大学物質理工学院・教授） 

「芳香環構築によるキラルナノカーボンの触媒的不斉合成」 

芳香環が連なったπ共役分子は次世代有機エレクトロニクス材料への応用が期待され、合成法開発が活発

に研究されてきた。芳香環の配列や置換基により非中心不斉が生じるとキラル分子となり、その分子不斉に

基づく化学的・物理的機能が期待される。しかし、非中心不斉の制御は中心不斉の制御に比べ著しく遅れてい

た。本講演では、触媒的不斉[2+2+2]付加環化反応による非中心不斉構築法について、最新の成果を含め発表

する。 



M-2（10:50-11:50） 熊谷 直哉（慶應義塾大学薬学部・教授） 
「特殊ヘテロ環の化学」 

分子の物理化学的特性は、その分子に内在する原子・官能基固有の相加的な性質のみならず、それらの相関

的位置関係により相乗的に規定されている。本講演では、我々の研究室でデザイン・合成している特徴的なヘ

テロ環化合物を示し、その触媒機能・物理化学的特性・光物性などについて、化学構造と関連付けて紹介す

る。 

 

☆ポスター賞表彰 ＆ 閉会式（11:50-12:10） 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 
 
申込方法： 
セミナー参加、ポスター発表については本セミ

ナーのホームページの専用参加申込フォーム

に必要事項を入力して、お申込みください。ま

た、参加登録費等のご送金は、銀行振込（りそ

な銀行御堂筋支店 普通預金 No.0035401 公

益社団法人有機合成化学協会関西支部）、郵便

振替（00970-8-159429 公益社団法人有機合成

化学協会関西支部）のいずれかをご利用下さい。 
 
 
ポスター発表： 
一般募集 80 件 
ホームページの専用発表申込フォームに必要

事項を入力して、お申込みください。 
〔申込み〆切 7 月 14 日(金)〕 
ポスター発表者には発表要旨（A4・1 枚）をご

提出いただきます。〔〆切 7 月 28 日(金)〕。 
※発表者は参加登録が必要です。 
 

 
参加登録費： 
一般（企業）68,000 円、同（大学・官公庁）48,000
円、シニア会員 33,000 円、学生 31,000 円（要

旨集、二泊三日＝夕食 2 回、朝食 2 回、昼食 1
回を含む）＜税込＞ 
 
参加申込〆切： 
7 月 14 日(金)〔定員 190 名（うち学生は最大

100 名といたします）〕 
 
 
併設展示： 
講演会場前（ホワイエ・ロビー）に展示スペー

スを設けます。 
募集コマ数：５件 
展示料 120,000 円（1 名の参加登録含む）。 
〔申込〆切 7 月 14 日(金)〕 
 

 
広告： 
講演要旨集に企業広告を掲載させていただき

ます。 
（１）Ａ４版１ページ 55,000 円 
（２）Ａ４版（1/2 ページ） 33,000 円 
（３）表４（裏表紙）；先着 1 社 99,000 円 
（４）表２（表紙裏）；先着 1 社 88,000 円 
（５）表３（裏表紙裏）；先着 1 社 77,000 円 
〔申込〆切 7 月 14 日(金)〕 
 
 
併設展示、広告等の詳細は、以下の問合先にお

問い合わせ下さい。 
 
 
問合せ先： 
〒550-0004 大阪市西区靭本町 1-8-4  
大阪科学技術センタービル 6Ｆ 
公益社団法人有機合成化学協会関西支部  
第 39 回有機合成化学セミナー  担当：浮田 
e-mail: info@soc-kansai.org  
TEL:06-6441-5531 
有機合成化学協会ＨＰ：https://www.ssocj.jp/ 
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